
（指定管理者が記⼊する様式）

収⼊の部 （税込、単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

113,579,000 113,579,000 113,579,000 0

18,791,000 18,791,000 16,759,990 2,031,010

620,000 620,000 620,000 0

3,741,000 3,741,000 3,268,813 472,187

670,000 0 670,000 376,253 293,747

印刷代 120,000 120,000 63,310 56,690

⾃動販売機⼿数料 300,000 300,000 140,716 159,284

駐⾞場利⽤料収⼊ 0 0

その他（        ） 250,000 250,000 172,227 77,773

137,401,000 0 137,401,000 134,604,056 2,796,944

⽀出の部
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

72,204,000 0 72,204,000 71,497,601 706,399

72,204,000 72,204,000 71,497,601 706,399

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

4,976,000 0 4,976,000 4,152,829 823,171

48,000 48,000 65,140 △ 17,140

350,000 350,000 350,000 0

20,000 20,000 10,000 10,000

900,000 900,000 753,421 146,579

800,000 800,000 638,344 161,656

170,000 0 170,000 81,840 88,160

横浜市への⽀払分 170,000 170,000 81,840 88,160

その他 0 0

1,100,000 1,100,000 632,546 467,454

150,000 150,000 150,000 0

234,000 234,000 294,660 △ 60,660

30,000 30,000 11,280 18,720

4,000 4,000 13,420 △ 9,420

1,120,000 1,120,000 1,102,178 17,822

0 0

50,000 50,000 50,000 0

4,566,000 0 4,566,000 3,197,308 1,368,692

620,000 620,000 620,000 0

3,946,000 3,946,000 2,577,308 1,368,692

60,399,000 0 60,399,000 52,971,672 7,427,328

17,895,000 0 17,895,000 11,515,420 6,379,580

電気料⾦ 10,346,000 10,346,000 5,831,414 4,514,586

ガス料⾦ 5,835,000 5,835,000 4,081,434 1,753,566

⽔道料⾦ 1,714,000 1,714,000 1,602,572 111,428

0 0

1,400,000 1,400,000 517,081 882,919

0 0 0 0

41,104,000 0 41,104,000 40,939,171 164,829

空調衛⽣設備保守 16,161,000 16,161,000 16,010,626 150,374

消防設備保守 0 0

電気設備保守 0 0

害⾍駆除清掃保守 0 0

駐⾞場設備保全費 0 0

その他保全費 24,943,000 24,943,000 24,928,545 14,455

0 0

12,000 0 12,000 2,100 9,900

0 0

0 0

12,000 12,000 2,100 9,900

0 0

2,321,000 0 2,321,000 2,321,000 0

2,321,000 2,321,000 2,321,000 0

0 0

0 0

144,478,000 0 144,478,000 134,142,510 10,335,490

△ 7,077,000 0 △ 7,077,000 461,546 △ 7,538,546

3,268,813

2,577,308

691,505

140,716

81,840

58,876

退職給付引当⾦繰⼊額

当該施設分

事業所税

事業費

管理費

事務経費 （計算根拠を説明欄に記載）

光熱⽔費

清掃費

公租公課

職員等研修費
振込⼿数料

⼿数料
地域協⼒費

⾃主事業費
⾃主事業（指定管理料充当の⾃主事業）費

図書購⼊費
施設賠償責任保険

⽀出合計
差引

令和5年度 「旭区⺠⽂化センター」 収⽀予算書及び報告書

修繕費
機械警備費
設備保全費

共益費

リース料

消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費
使⽤料及び賃借料

備品購⼊費

社会保険料
通勤⼿当
健康診断費
勤労者福祉共済掛⾦

事務費
旅費

科⽬

指定管理料
利⽤料⾦収⼊

⾃主事業収⼊
雑⼊

収⼊合計

科⽬

⼈件費
給与・賃⾦

ニーズ対応費

本部分

管理許可・⽬的外使⽤許可収⽀

⾃主事業費収⼊
⾃主事業費⽀出

管理許可・⽬的外使⽤許可収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可⽀出

⾃主事業収⽀

その他（     ）
印紙税
消費税

⾃主事業（指定管理料充当の⾃主事業）収⼊
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[ 横浜市旭区民文化センター ] 
令和５年度事業報告書 

[ 横浜メディアアド・相鉄・神奈川共立 共同事業体 ] 

 

 

施設の概要 

施 設 名 横浜市旭区民文化センター サンハート 

所 在 地 横浜市旭区二俣川一丁目 3番地 

構造・規模 
鉄骨コンクリート造 

地下 1階地上 6階建の、地上 5階および６階の一部を専有 

敷地・延床面積 専有面積 2,564 ㎡ 

開 館 日 平成 2年 8月 4日 

 

指定管理者 

法 人 名 
横浜メディアアド・相鉄・神奈川共立 共同事業体 

代表構成団体 株式会社横浜メディアアド 

代表団体所在地 横浜市神奈川区栄町 5番地 1 

代表団体代表者 代表取締役社長 三浦彰久 

代表団体設立年月日 昭和 58 年 1月 22日 

指 定 期 間 令和 4年 4月 1日から令和 9年 3月 31日まで 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 
 

地域コミュニティの中心的な施設として、地域に交流と活性を生み出す地域のハブ的な役割を果た

すことを目的とする。多くの区民に、良質な文化芸術に触れる機会を提供し主体的に区民が文化芸

術に関わる場を提供する。中でも区民が直接的に文化芸術に関わり、互いに交流できる参加型や地

元企業や学校、商店街、アーティスト等と連携する地域一体型の事業に重点を置いて展開した。 

そしてすべての活動の基盤である施設については、新型コロナウイルス感染症への対策はもちろん、

利用者・来館者が安心して利用できるよう安全性の確保を第一義とし、利用者・来館者の立場に立っ

た施設運営を心掛けた。 

実施方針 

①  地域のネットワークを形成し、活用する 

地域の様々な施設や団体との連携し、これまでの運営で培った地域との関係性やそのノウハウ

を活かしてネットワークづくりを推進する。また、地域のつながりをつくるコーディネーター

としても責任をもって機能し、文化的コモンズの形成を牽引するよう心掛けた。 

②  ワークショップ型事業で区民の交流を促進、担い手を育成する 

文化芸術活動に興味関心を抱いた区民を「さらなる鑑賞者」「活動者」「運営者」に育成していく

ことと区民の交流を主眼に、多様なワークショップ型の事業を実施する。複数回で１クールと
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なるような継続的な事業を中心に、文化芸術の体験や、スキル・ノウハウのアップの機会を提供

し、区民同士の交流やつながりを創出した。 

③  ユーザビリティの検証と利用者拡大のための各種サービスを検討する 

利用者・来館者の立場にたった使いやすい施設運営を行う。これまでのサービス体系も見直し、

時代にあったサービスの導入や利用規則の見直しなど、利用者等の意見や要望を吸い上げつつ、

利用者拡大の改善策として横浜市・旭区と検討した。 

④  幅広いジャンルにわたる文化芸術への接触機会を提供する 

区民が日常的に文化活動を行う場の提供として、公共性・公平性をもって誰もが利用しやすい

環境を整備する。担い手の育成という観点から、特に「練習」「学習」での利用を促進した。 

⑤  オンライン施策の導入と環境整備を進める 

令和４年度末に実施したホームページの改修内容を更に精査し、新たなＳＮＳ導入の検討や動

画配信などインターネットを使った施策に積極的に取り組む。マーケティングリサーチにＴｗ

ｉｔｔｅｒを活用するなどＳＮＳの新しい使い方を検討し、既存のアカウントも有効に活用し

た。 

⑥  安全・安心を優先して運営する 

法令等に定められた保守・点検や日常的な保守・維持管理は当然ながら、新型コロナウイルス感

染症に対し、公共施設として可能な限りの有効な感染防止対策を施し、誰もが、心から文化芸術

を満喫できる施設を目指して施設運営を行う。またＳＤＧｓの観点からも、環境保全・健康等へ

配慮した管理運営に努めた。 

 

 

（2）令和 5年度の位置づけ 

１.事業の方針 

令和 5年度は、サンハートが入居するビルの大規模改修工事により４月～７月までの４か月間の

休業を余儀なくされることとなった。3 年来コロナ禍において数々の制約を受け、満足に活動を

することが出来ず、利用状況も平時の６割程度の水準に留まる中、ビル全体がリニューアルされ

新たな来場者が期待出来る状況を活用しながら、「文化芸術活動は人々や社会全体の健康、幸福に

とって不可欠なもの」という意識を念頭に、区民が期待する事業を展開していくと共に、同じビ

ル内に位置する㈱相鉄ビルマネジメントとの協業により力を入れ、二俣川駅前でのアウトリーチ

活動に注力し、情報発信を強化すると共にサンハートの知名度向上に努めた。 

 

１．広報活動 

年度末に実施したホームページ改修の認知度を上げていくと共に、これまで以上に快適な環

境を提供し、各種 SNS の有効活用によりきめ細かな情報発信に努めた。 

 ■SNS 活用例 

  1）HP 

    館の全ての情報を包括的に分かり易く掲載 

  2）Instagram 

親子向けイベント（未就学児イベントや小学生向けイベント等） 

３）Twitter 

一般層（20代～60代）向けイベントや、館からのお知らせ全般 
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４）Facebook 

Facebookの利用者離れがあるため縮小すると共に、今まで Facebookの役割を担っていた投稿 

は、若者の利用率が高い Instagramでの発信に移行していった。 

 

５）YouTube 

  自主事業に関するワークショップ参加者へ限定配信 

     

２．活動内容 

ビル改修工事による休館期間が 4か月を要し、年間通しての活動時間が制限される中、区民に好

評で定着している人気コンテンツは継続し、リニューアルオープンに相応しいコンテンツを取

り入れ活動していった。 

 

主な事業として、下記コンテンツを実施 

・二俣川ライフリニューアルオープン記念事業として相鉄ビルマネジメントと協業し著名アーテ

ィストを招聘するコンサートの開催 

 

・休館中の補填活動として、指定管理者幹事企業 横浜メディアアドが当館同様に指定管理施設を

運営する神奈川区民文化センター、長浜ホールへのアウトリーチ事業の展開 

 

・育成事業である「アンサンブルコンテスト」を実施し、最優秀賞受賞者によるコンサート 

 

・根強い人気で固定ファン層が付いている落語「あさひ亭まねき寄席」の開催 

 

・低料金で良質な音楽を提供する「ワンコインコンサート」 

 

・地元企業と連携するアウトリーチ事業 

 相鉄ビルマネジメントとの連携による二俣川駅周辺でのアウトリーチ活動の継続や、旭ジャズ

祭りから結成したアマチュアバンド「Swing AJM」と連携し、あさひ名画座と共同企画実施。 

 

２．運営の方針 

1．利用者にとって使いやすい施設の実現 

公共の施設として、誰にとっても利用がしやすい公平性のある対応を基本とし、効率性にも配慮し

た対応を行う。特に、アートギャラリーについては新しい利用法を提案しながら、利用の可能性を

追求し、利用促進につなげていった。 

2．利用許可における公共性・公平性の確保 

今年度より更新される「横浜市民利用施設予約システム」 （以下「予約システム」という。）を的

確に運用し、公共性・公平性の確保に努める。新たに導入予定の「キャッシュレスシステム」の運

用に細心の注意を払うとともに利用内容、利用日数などの調整にあたっては、公共性・公平性に十

分配慮し、より多くの利用者に施設を利用いただけるようにした。 

３．適切かつ確実な業務体制の維持 
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受付貸出業務については、「施設運営マニュアル」「予約システム運用マニュアル」等を整備し、全

職員・スタッフが統一のとれた対応を行う。受付窓口では利用状況に応じて事務室職員も窓口業務

を行うことで適切で確実な利用者対応をした。 

４．利用状況の集計・分析 

「予約システム」を活用し、施設利用者を定期的に集計・分析し、利用者サービスに繋げる。また、

旭区所管課にモニタリング等を通じて報告、情報を共有し、貸出業務の改善を進めていった。 

 

３．管理の方針 

旭区民文化センターは開館して３０年以上経過している。施設維持保全管理を行っていくうえで

設備の経年劣化など突発的な不具合が生じる可能性が高くなることが想定されるため、ビルメン

テナンスのスペシャリストとして豊富な実績やノウハウを活かして施設を維持管理する。区民に

末永く施設を利用いただけるよう施設の長寿命化を目指す。 

１．一体管理によるスケールメリット 

構成団体である相鉄企業は、旭区民文化センターが設置されている二俣川駅北口共同ビルの管理

組合事務業務、建物維持管理業務を受託しているため、旭区民文化センターも併せた一体管理が可

能で、スケールメリットを最大限に活かした維持管理業務を実現した。 

２．設備管理業務 

予防保全を第一に日常点検を行う。五感を駆使した点検や検針値による数値の確認により、異臭、

異音、異常な温度など、異変をいち早く察知するよう心掛けた。 

専門業者による定期点検も実施し、日常点検だけではわからない設備の状況を把握した。 

これらの点検内容を日々検証し、維持管理計画の見直しを行った。 

３．安全衛生 

利用者や従業員の安全を確保することを第一に考え、警備・清掃を行う担当者は、常日頃から感

染予防の重要性を認識して業務を行った。また、適切な感染防止対策を実施することが事業の継

続性確保につながることを認識して業務に取り組んだ。 

 

 

 

2 自主事業に関する計画  

（１）文化事業の企画および実施について 

事業カテゴリーは大分類として「鑑賞事業」「交流事業」「創造事業」の 3つに分け、中分類とし

て 5つに、更に小分類として 7つのカテゴリーに分けて計画、実施していく。 

 

大分類 中分類 小分類 イベント名 

鑑賞事業 プロフェッショナルな芸
術家による文化芸術の創
造・発信 

個性的な公演事業  ズーラシアンブラス（仮） 

 あさひ亭まねき寄席 

未来への架け橋となる地
元・若手アーティストの
育成・普及 

アーティストの支援  最優秀賞受賞者記念コンサート 

 気軽に寄り道コンサート 

 ワンコインコンサート 
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 アンサンブルコンクール 

 指定管理施設合同コンサート 

交流事業 地域の共生拠点・文化の
発信地 

文化芸術と社会的包摂  アウトリーチ 

子供の芸術体験を支援  読み聞かせ 

 すくすくキッズプログラム 

 オシゴト体験 

地元との連携    あさひ名画座企画委員 
 

創造事業 サンハートによるプロモ
ーション事業 

参加をして楽しむ  演劇ワークショップ 

 ゴスペルワークショップ 

 小規模ワークショップ 

その他・シーズン企画 その他・シーズン企画  ホールでピアノ 

 アートマーケット 

 
 

 取組内容 達成指標 実施内容 達成状況 

鑑
賞
事
業 

プロフェッショナルな芸術家による文化芸術の
創造・発信 

  

＜個性的な公演事業＞ 

□トップレベルのアー
ティストによるサンハ
ートならではの個性的
な公演を開催する。 

□リニューアルオープ
ンを記念して、旭区に
ゆかりのある動物園の
名称がついた「ズーラ
シアンブラス」に演奏
を依頼。幅広い世代に
人気のある出演者であ
るため、新規層の開拓
を狙う。 

□ジョイナステラス
3 とサンハートのリ
ニューアルオープン
を記念して、旭区にゆ
かりのある名称がつ
いた「ズーラシアンブ
ラス」に出演していた
だいた。 

□三世代での来場や、
旭区外からも来場が
あった。相鉄ビルマネ
ジメントとも協力し、
「相鉄 zoo祭り」への
チケットプレゼント
を実施。活気のある公
演となった。 

未来への懸け橋となる地元・若手アーティスト
の育成・普及 

  

＜アーティストの支援
＞ 

□アーティストが音楽
活動を通じて社会貢献
ができる仕組み作りを
するために、人材育成
をする。 

□アンサンブルコンク
ールにて若手アーティ
ストを発掘し、サンハ
ートの顔として館内公
演やアウトリーチ活動
など幅広く出演依頼を
する。今回のコンクー
ルでは、新しく「ミュー
ジカル部門」を増やし、
コンクールの内容を拡
充する。 

□最優秀賞受賞記念
コンサート、ワンコイ
ンコンサートに出演
いただいた。また、ア
ウトリーチに関して
も積極的に声をかけ、
開催となった。 

□最優秀賞を受賞し
たクロレ四重奏団に、
旭区内の特別支援学
校でのアウトリーチ
を依頼。また、旭区内
の保育園にて duo 
chamomile のアウト
リーチを実施。 

コンクールで新しく
設置した「ミュージカ
ル部門」は１組の参加
となったため、次年度
以降認知度を高める
ために新たな広報活
動を行う。 

交
流
事
業 

地域の共生拠点・文化の発信地   

＜文化芸術と社会的包 □地域や依頼内容の特
性に応じた配慮あるニ

□毎年行っている「あ
さひ亭まねき寄席」は

□出演者によって客
入りの差が目立った。
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摂＞ 

□活力ある地域社会の
実現のために、文化芸
術を通して人との繋が
りや地域の結束を強め
るほか、社会参加の機
会を拡充し、地域コミ
ュニティの発展につな
がる運営を行う。 

ーズを探る。あらゆる
人が音楽・芸術を通し
て交流できる低価格で
良質なコンテンツを引
き続き提供していく。 

休館の関係で今年度
は 2 回の実施となっ
た。 

今後は依頼している
落語芸術協会とも出
演者の選定や内容に
ついて検討がしてい
く必要がある。 

＜子供の芸術体験を支
援＞ 

□次世代の芸術文化の
担い手である子供たち
に対し、芸術を通して
共生社会の中で書くこ
とのできない想像力や
思考力、コミュニケー
ション能力などの自己
表現能力を養うため、
文化芸術を享受できる
環境づくりを整える。 

□発達段階に応じた鑑
賞プログラムや創作活
動の機会を設け、子供
たちの可能性を広げる
と同時に、成長過程で
知識を育める事業展開
をアプローチしてい
く。 

□夏休みの時期に「オ
シゴト体験」を実施。 

秋に「ゴスペルワーク
ショップ」、冬に「演
劇ワークショップ」を
開催し、10 代から参
加できる内容を用意
した。 

□「オシゴト体験」は
昨年も実施したイベ
ントのため、認知度は
高く保護者からも好
評をいただいている。
今年度は「看護師」「音
響技術者」「スポーツ
トレーナー」「コミュ
ニティマネージャー」
「ファッションアド
バイザー」の 5つを実
施。子どもたちにとっ
て興味の差が出てい
たため、職業の選定に
ついて協議していく
必要がある。YSVの撮
影も入り、旭区として
も注目されるイベン
トとなった。 

芸術関係のワークシ
ョップは、大人の中に
混じることによって
普段の学校生活で関
わらない地域の人々
と関われる環境を作
ることが出来た。 

＜地元との連携＞ 

□あさひ名画座シリー
ズにおいては、引き続
き地域の方々を中心と
した実行委員方式をと
り、地域の特性に応じ
た配慮あるニーズを共
に探っていく。 

□事業の企画・実施及
び広報など多岐に渡る
運営を「あさひ名画企
画委員」に委ね、地域コ
ミュニティの一つとし
て確立させる。今年は
旭区アマチュアバンド
「Swing AJM」とコラボ
レーションした企画も
予定している。 

□第 30回の記念回と
して、旭区アマチュア
バンド「SwingAJM」と
のコラボレーション
企画を実施。「グレン・
ミラー物語」の上映と
合わせた楽曲の演奏
を披露した。 

休館の関係で昨年の
5 回から 2 回となっ
た。 

□地元で活動してい
るアマチュアバンド
とのコラボレーショ
ン企画は出演者、観客
双方から好評をいた
だいた。内容次第では
今後もコラボレーシ
ョン企画を実施して
いきたい。 

創
造
事
業 

サンハートによるプロモーション事業   

＜参加をして楽しむ＞ 

□参加者同士が一つの
体験を共有し、意見交
換や、対話をする機会
を設けることにより、
コミュニティに活力を
与え、社会との距離を

□既存のゴスペルワー
クショップの他、小規
模のワークショップを
複数設け、地域の方の
サードプレイスを提供
する。また演劇ワーク
ショップは今年で 11
回目となり、リピータ

□令和 4 年度に引き
続き、ゴスペルワーク
ショップ、演劇ワーク
ショップ、合氣道ワー
クショップ、ヨガワー
クショップを実施し
た。 

□どのワークショッ
プも大変反響があり、
非常に高い満足度を
得ることが出来た。昨
年からのリピーター
も多く、参加をきっか
けに講師の教室に通
うお客様も増え、地元
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近づける。 ーが多く、新規参加者
が参加しやすい場を提
供する。 

の活性化にもつなが
った。 

演劇ワークショップ
では新規参加者枠を
設け、新規の方でも参
加しやすい環境を作
った。土日での開催を
行ったため、例年より
新規参加者が増え、目
標達成できたと感じ
る。 

その他・シーズン企画   

＜その他・シーズン企
画＞ 

□空き施設の有効活用
を目的とした企画を設
ける。 

 

□施設の有効活用と収
入向上のため、既存イ
ベントであるホールの
時間貸し（ピアノ練習）
を引き続き実施してい
く。 

□大人気である「ホー
ルでピアノを弾いて
みませんか？」を継
続。 

□認知度が高まって
いくにつれて、本来の
目的と異なる参加者
が増えている。今後は
参加者が企画以外で
のホールや音楽ホー
ルの利用に繋げるこ
とが課題。また友の会
会員には割引サービ
スを実施しているた
め、友の会新規会員の
獲得につながった。 

□季節に合わせたイベ
ントを実施し、幅広い
市民に向けた他分野に
またがるコンテンツを
設ける。 

 

□引き続き手作り作品
を販売するアートマー
ケットをクリスマス前
に開催し、製作者に対
して作品発表の場を設
けるほか、誰でも立ち
寄れるレイアウトを構
成。 

□12 月にアートマー
ケットを開催。クリス
マスやお正月準備を
テーマに出店者を募
集。 

□テーマを決めて開
催したため、昨年より
も会場の雰囲気がま
とまり、来場者からの
購入意欲が高まって
いるように感じた。 

□昨年の課題であっ
た広報宣伝は、SNSで
のショップの紹介の
他、地元のイベント情
報サイトや、横浜市の
親子向けイベント情
報サイトにも掲載さ
れ、昨年よりも認知度
が上がった。 

 

（2）地域コミュニティの形成・社会的包摂（ソーシャルインクルージョン）の推進 

 

[取組内容] 

□地域内の対象施設へダイレ

クトアプローチを行い、隠れた

需要の掘り起こしに務める。 

 [達成指標] 

□地域を絞り、カフェ

やケアプラザ、地域公

共施設へアウトリー

チ活動の宣伝資料を

配布し、「要請」を受け

てから企画提案を行

う「受注型」だったア

［実施内容］ 

□昨年度ご依頼いた

だいた依頼先から今

年度もご依頼をいた

だいた。 

［達成状況］ 

□コロナの影響で休

止していた依頼先か

らのアウトリーチ依

頼の他、継続して依頼

をいただいている施

設からのご依頼もあ

った。 
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ウトリーチから、より

積極的な「企画開発

型」へと進化させ、新

規アウトリーチ先を

増やしていく。 

例年と違う時期での

開催を希望する施設

もあり、テーマや施設

にあうアーティスト

の提案を行うことで、

施設との信頼関係を

築くことと、アーティ

ストの普及活動に貢

献できた。 

新規依頼獲得のため、

情報サイトにて広報

活動を行ったが、うま

くつなげることはで

きなかった。次年度新

規獲得に向け、さらな

る検討が必要。 

□未就学児（特に未就園児）と

その親の活動の場としての需

要をさらに広げ、地域コミュニ

ティーの形成へと繋げていく。 

□未就学児や小学生

の子を持つ親に、サン

ハートを情報収集の

場として「認識」して

もらえるよう、チラシ

配架棚をより見やす

いレイアウトにした

り、各種 SNSで未就学

児向けの情報コンテ

ンツを取り扱ってい

き、保護者が情報の渦

に飲み込まれない土

台作りを行う。 

また、保護者にヒアリ

ングを行い、今地域で

求められていること

の情報収集し、事業に

反映していく。 

□未就学児向けのイ

ベントとして「おはな

しかい」「0歳からの親

子で楽しむワンコイ

ンコンサート」を実

施。 

今年度は昨年度より

Instagramでの発信に

力をいれた。 

□「おはなしかい」は

月初めと前日に SNS

でお知らせをするこ

とで、周知につながっ

た。 

おはなしかいに来て

くれた人がワンコイ

ンコンサートに来て

くれるなど、未就学児

向けイベントの来場

者が増えた。 

Instagramの活用によ

り、未就学児の保護者

層に届く情報発信が

できた。また、ワンコ

インコンサートは

様々なメディア媒体

に取り上げていただ

いた。 
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（3）市民協働、市民主体の活動の支援、地域人財育成及び文化的コモンズ形成の牽引 

[取組内容] 

□ともに作る：「あさひ名画座

委員」の仕組みを継続する。 

 [達成指標] 

□あさひ名画座委員

には、既存のイベント

の他に新規企画の立

ち上げを依頼し、新た

な顧客層の開拓へと

つなげていく。 

［実施内容］ 

□休館の関係で、今年

度は 2 回の実施とな

った。 

［達成状況］ 

□近年、委員が選出し

た作品が地域の方に

もヒットし、アンケー

トでも更なる作品の

リクエストや上映回

数の増加を求める声

も得ている。 

他館での上映会への

チラシ挟み込みや、名

画座委員が運営する

SNSの活発化など、以

前より委員と協力し

あえる関係性を築く

ことが出来た。 

□ともに育つ：サンハート主催

事業から派生した取り組みに

ついて、地域文化に大きく寄与

する活動を「共催事業」と位置

付け、独自の運営サイクルを確

立するまで積極的に支援する。 

□アウトリーチに関

して、自主事業担当者

の立ち合いがなくと

も開催施設に訪問で

きるようにしていく。 

□昨年度に引き続き、

事前の聞き取り調査

を丁寧に行うことに

より、当日スムーズに

対応できるように心

がけた。 

また、コロナの影響で

中止していた「美音倶

楽部」が再開。 

□若葉台地区センタ

ーの読み聞かせにつ

いては当日運営のす

べてを一任。今年度は

通常のおはなし会だ

けではなく地区セン

ター祭りにも参加。 

これまでサンハート

が主体となって実施

していた「美音俱楽

部」が、再開に伴い自

主運営となり、新たな

地域のコミュニティ

の場となりつつある。

今後も機材の管理に

ついてはサンハート

で支援していく予定。 

□ともにつながる：サンハート

が地域のためにできることを、

利用者・市民・地域・関連団体

等でともに検討し、地域課題を

解決するアイデアを事業化す

るプロジェクトを、サンハート

が主体となって、地域をリード

□若い世代をサンハ

ートの利用者として

取り込んでいくため、

未就学児向けのイベ

ント時に、保護者に対

してアンケートや意

見交換の場を設け、館

□「オシゴト体験」で

は、昨年度のアンケー

トをもとに、職業選定

を実施した。 

 

□休館のため未就学

児向けイベントの開

催が例年より少なか

ったため、来年度以降

引き続きアンケート

集計結果で方針を考

えるよう対応する。 
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し推進する。 としての課題を浮き

彫りにしていく。 

 

3 施設の運営に関する計画 

（1）顧客満足度の向上について 

[取組内容] 

□利用者サービスのさらなる

向上に努め利用者ニーズに合

わせたサービスを増やす。 

 [達成指標] 

□施設利用者の発表

会を広報支援し、直近

のホール・諸室の空き

状況を情報コーナー

に発信する等により

顧客満足度を向上さ

せる。 

［実施内容］ 

□引き続き利用者の

発表会の広報を HP・催

し物案内にて実施。当

館で委託販売してい

る公演をより分かり

やすくするためにポ

ップを作成。 

横浜市市民利用施設

予約システムの変更

に伴い、館内への空き

室情報の掲示ができ

なくなったため、SNS

での掲載に変更。 

［達成状況］ 

□リニューアルオー

プンに伴い、情報コー

ナーを一新し、利用者

の発表会チラシを手

に取りやすい環境づ

くりを行った。 

また、SNSでの空き室

状況の更新は通常利

用者だけでなく、新規

で利用を検討する方

も多くみられた。 

次年度以降は一時利

用やはまっこカード

の作成を促し、利用に

繋げることが課題。 

□アンケートやヒアリング等

から区民・利用者のニーズを的

確に把握する。 

□各年実施の利用者

アンケートや自主事

業等の来館者アンケ

ートをはじめ、ヒアリ

ングの随時実施と年

１回利用者懇話会を

開催して、ご意見・ご

要望を的確に把握し

サービス向上に努め

る。 

□利用者懇話会は、あ

さひ名画座からの繋

がりで、普段からも音

楽工房を利用して下

さる「SwingAJM」に依

頼した。 

□施設に対しての要

望だけ出なく、今後の

連携企画の提案もい

ただいた。 

予約システムについ

てのご要望をたくさ

んいただいた。 

   

□サンハート友の会を継続し、

会員へのサービス向上と共に

強力なサポーターとしての関

係作りを図る。 

□改めてサンハート

友の会の会員登録を

行い、会員からの声を

次年度の事業へ反映

させる等施設のサポ

ーター的存在として

会の運営を行う。引き

続きジョイナステラ

□リニューアルオー

プンしたジョイナス

テラスへ会員特典依

頼を集い、ご協力のお

願いに伺った。 

□休館に伴い年会費

を下げたが、継続者は

少なかった。しかし

「ホールでピアノを

弾いてみませんか？」

をきっかけに加入す

る方が増えた。 

ジョイナステラスの
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ス各店舗と連携する

など会員特典の充実

等を図り、会員数増を

めざす。 

新規店舗にも依頼を

したが、継続店舗のみ

の協力の結果となっ

た。サービス向上のた

め、アプローチの仕方

などを検討する必要

がある。 

 

（2）的確な施設提供の実現について 

[取組内容] 

□効率的且つ安定した施設の

開館・運営を行う。 

 

 

 [達成指標] 

□開館日数 228日 

 休 館 日 138日（4

月～7月ビル改修工事

の為休館） 

 年末年始 12 月 29

日～1月 3日 

  施設点検・消防設

備点検 14日（休館期

間中含む） 

[実施内容] 

□開館日数 228日 

 休 館 日 138日（4

月～7月ビル改修工事

の為休館） 

 年末年始 12 月 29

日～1月 3日 

  施設点検・消防設

備点検 14日（休館期

間中含む） 

[達成状況] 

□ビル改修工事によ

り休館を余儀なくさ

れたが安定した運営

は実施された。 

□利用者アンケートや利用者

懇話会からの声を基に満足度

向上・利用促進を図る。 

□様々な媒体を活用

し、施設のＰＲを充実

させ稼働率向上に努

める。 

 

□アンケート収集や

利用者懇談会からの

声を積極的に取り入

れた HPの改善を実施

した。 

□アンケートや懇談

会に限らず、日々利用

者から届く声にも対

応を実施した。 

□施設利用者へ専門的な利用

方法等効果的なアドバイスを

行う。 

□舞台技術を含め、専

門性をもった職員が

常駐して、利用者から

の相談・下見・利用打

合せをはじめ、トラブ

ル等緊急時にも迅速

に対応する。 

□舞台技術（音響・照

明）の専門職員が常駐

し利用者の相談に丁

寧に応えると共に、利

用時もきめ細かな対

応を実施した。 

□舞台技術担当職員

の対応に多くの利用

者から高い評価をい

ただけた。 

□周辺施設と連携して地域全

体の賑わい作りに貢献する。 

□ジョイナステラス、

二俣川駅周辺商店街、

二俣川駅、並びに相鉄

線駅との連携事業を

展開していく。 

□相鉄ビルマネジメ

ントが主催にて実施

するジョイナステラ

スの文化イベントの

会場協力等を実施し

た。 

□二俣川駅周辺での

イベントステージに

協力することで賑わ

い造りの一助を果た

した。 

□施設を有効活用し、施設の魅

力作り・活性化を図る。 

□ワンコインコンサ

ートを引き続き実施

するとともに、施設の

□「0歳からの親子で

楽しむワンコインコ

ンサート」を実施。今

□Instagramの活用を

行う事で、未就学児の

保護者層に届く情報
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有効活用を図る。 年度は昨年度より

Instagramでの発信に

力をいれた。 

発信が出来たことに

より、未就学児向けイ

ベントの来場者が増

えた。 

□利用者へ施設のホール・諸室

の空き情報をリアルタイムで

広く発信する。 

□予約システムで閲

覧できない、直近１ヶ

月以内のホール・諸室

の空き情報を更新し、

施設内に発信する。 

□横浜市市民利用施

設予約システムの変

更に伴い、館内への空

き室情報の掲示がで

きなくなったため、

SNSで情報発信した。 

□SNSでの空き室状況

の更新は通常利用者

だけでなく、新規で利

用を検討する方も多

くみられた。 

 

（3）的確な広報の展開について 

[取組内容] 

□地域・区民の文化芸術情報発

信拠点としての役割を担う。 

 

 [達成指標] 

□情報コーナーでは、

文化芸術の資料とし

て雑誌・図書・情報誌

を設置するほか、類似

の他施設情報の紹介

を行うなど文化芸術

情報を得る事ができ

るよう整備する。 

[実施内容] 

□文化芸術関係の情

報コーナー周辺には、

横浜市内はもとより

神奈川県内各地域の

公共施設情報なども

用意した。 

[達成状況] 

□情報コーナー（無料

スペース）について

は、コロナが 5類に移

行に伴い飲食を許可

し、施設ご利用者のみ

ならず、多数の一般来

館者の方々にもご利

用いただいた。 

□情報の内容により、最適な媒

体・手段により、効率的な広報・

宣伝活動を実施する。 

□毎月の催し物案内

発行、ホームぺージ

のリアルタイムな更

新をはじめ、当事業

体ならではの媒体

（交通広告・広報紙

等）を有効に活用し

ＰＲを行う。 

□毎月発行の「催し

物案内」では、発表

系施設の催しや自主

事業などの情報を、

分かりやすく掲載す

るよう、工夫した。

人気プログラムの申

し込みを電子化し

た。 

□電子化により利用

者が増えると共に、

リアルタイムでの更

新に心掛けていたた

め、すぐに申込が埋

まる状況となった。

また、当日キャンセ

ル回避に繋がり収益

向上にも寄与した。 
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（4）専門性と区民の力を統合する組織づくりについて 

[取組内容] 

□事業企画・施設管理・舞台技

術の経験・実績豊かな職員・専

門スタッフと、区民をはじめと

した地域スタッフを配置し、全

ての職員が適切なコスト感覚、

効率的管理とホスピタリティ

精神をもった運営を行う。 

 

 

 

 [達成指標] 

□以下の通り人員を

配置し運営する。 

【運営スタッフ】※2

交代、常時 2名以上配

置 

 館  長 1名 

 副館長 1名 

 職  員 5名 

【舞台技術】※利用状

況により 2～4名 

 職  員 4名 

【受付スタッフ】 

 カルチャースタ

ッフ 13名（地域採用） 

[実施内容] 

□【運営スタッフ】 

※２交代 常時２名以

上配置 館長１名・副

館長１名・職員５名 

【舞台技術者】職員４

名 

※利用状況により１

～３名にて対応 

【受付スタッフ】 

カルチャースタッフ 

１３名 

総勢２４名のスタッ

フが常時５名以上で

運営 

[達成状況] 

□運営スタッフ７名、

舞台技術者４名、受付

業務に習熟したカル

チャースタッフ１３

名との相互協力によ

り円滑で効率的な管

理運営を実施した。 

□職員・スタッフの施設運営ス

キルアップのために研修を実

施する。 

□機材研修、個人情報

保護研修、消防訓練

等を実施し、運営に

役立てる。 

□消防・防災訓練、個

人情報保護研修等を

実施した。また、各種

セミナーに参加した。 

□消防・防災訓練、個

人情報程研修を実施

した。
各種セミナーに

参加することにより

管理運営面のスキル

アップに努めた。 

 

4 施設の管理に関する計画 

利用者が安心して利用できるよう快適な環境作りを目指し、安全性、防犯性について最大限の配慮を

する。サンハートは開館から 30 年以上経過し、設備全体が老朽化してきている。それらの状況を踏まえ

た上で、施設の運営に支障をきたさぬよう維持管理に努めていく。 

 

（1）安全で効率的な維持管理・予防保全について 

[業務内容] 

□安全・安心できる施設の維持 

 

 [達成指標] 

□設備等保守管理項

目を遵守し、定期

的な施設点検を実

施する。 

[実施内容] 

□建築物点検マニュ

アル、建築物定期報告

に準拠した点検を実

施した。 

[達成状況] 

□二俣川駅北口共同

ビル設備係協力のも

と、安全な施設の維持

ができた。 

□定期的な設備点検 

 

□老朽化した建築、

設備のリスクマネジ

メント評価を行い、

修繕計画の適正化を

図る。 

□建築物点検マニュ  

 アル、建築物定期

報告に準拠した点検

を実施すると共に、

施設・設備の破損・

汚損・故障などの発

□開館後 30年を経て

老朽化した施設・設

備の定期点検を実施

し、安全な施設の維

持に努めた。 



 - 14 – 

生に際しては迅速に

対応した。 

□必要に応じた緊急点検 

 

 

□月１回の定期的な

施設点検の他に、建築

物点検マニュアルに

準拠した点検及び、建

築物定期報告に準拠

した点検を年１回行

う。 

□建築物点検マニュ

アル、建築物定期報告

に準拠した点検を実

施すると共に、施設・

設備の破損・汚損・故

障などの発生に際し

ては迅速に対応した。 

□開館後 30 年を経て

老朽化した施設・設備

の修繕すべきところ

を必要性・緊急性に応

じて対応した。 

□施設設備の予防保全 □施設設備等の中長

期修繕計画や修繕・改

修について、早めに施

設情報を提供し、関係

各所に働きかけると

ともに、利用受付・打

ち合わせ時に利用者

に備品や設備の正し

い取り扱いを説明し、

安全で確実な利用を

促進する。 

□修繕・改修につい

て、早めの情報提供、

関係各所への手配を

実施した。また、備品

や設備の取り扱い・注

意事項の資料作成、掲

示をした。 

□日々の状態確認や

専門業者による定期

保守点検の結果をも

とに、修繕計画の見直

しや、緊急性の高いも

のから情報提供し、修

繕・改修を要望した。 

 

（2）快適な環境の維持管理について 

[取組内容] 

□安心できる環境の維持 

 [達成指標] 

以下8点を達成指標と

する。 

①清掃項目一覧及び

清掃内容一覧を遵守

し、日常・定期清掃を

実施する。 

②美観を維持するよ

うに取り組む。 

③環境に配慮し、廃棄

物の発生抑制に努め

る。 

④空気環境測定（VOC

等含む）を実施する。 

⑤社内による、業務の

品質管理点検を実施

し、特別清掃・日常清

掃の計画を策定する。 

[実施内容] 

➀ 日常清掃、定期

清掃を計画どおり実

施した。 

➁ 休館中に備品を

整理し、館内景観を

一新した。また、職

員・スタッフ全員が

常に整理整頓を心が

け、快適に利用でき

るよう努めた。 

➂➅ 館内にはごみ

箱を設置せず、ご利

用者にはごみの持ち

帰りを促した。受付

カウンターおよび事

務室内のごみについ

て減量化に努めると

[達成状況] 

➀ 各清掃をもれな

く実施し、快適な環

境保持と美観の維持

に努めた。 

➁ 備品整理や配置

換えをした結果、す

っきりとした空間に

なった。情報コーナ

ー片隅に植木鉢花に

より、館内を明るく

ソフトな雰囲気にし

た。 

➂➅ ごみ箱の撤去

により、ごみの減量

化に対する来館者の

意識を高めると共

に、事務室内のより
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⑥ヨコハマ３R 夢など

市の施策や事業に協

力する。 

⑦空気環境測定結果

の報告書を作成する。 

⑧消毒液の設置、設

備・備品等の消毒作業

など、新型コロナウイ

ルス感染拡大防止に

努める。 

共に、ごみ分別を徹

底した。 

➃➆ 空気環境測定

を２ヵ月に１回（奇

数月）実施し、報告

書を作成した。 

⑤ ２ヶ月に１度、

工房内機器、倉庫内

の点検日を策定。 

➇ 受付、情報コーナ

ーに消毒液を設置し

た。また消毒セットを

貸し出しできるよう

準備した。 

細かなごみ分別に努

め、確実に実施でき

た。 

➃➆ 定期的に実施

することにより、安

心してご利用いただ

ける環境づくりがで

きた。 

⑤ 不具合の早期発

見や損壊部品の交換

等行えた。 

➇ 新型コロナウイ

ルス感染症が「５類

感染症」に変更され

た後も感染拡大防止

に努めた。 
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 その他の計画 

（1）危機管理対策について 

[取組内容] 

□緊急時の対応 

 

 [達成指標] 

□緊急内容別（事故、

犯罪、火災、設備故

障など）に連絡網の

整備を行う。 

[実施内容] 

□緊急時連絡網を整

備・作成し、旭区に

提出した。 

[達成状況] 

□人事異動の都度名

簿を作成したため、

緊急時には遅滞なく

対応を図ることが出

来た。 

□利用者の安全・安心を確保 

 

□大規模災害等が発

生した場合は、行政

機関との連絡・協力

を円滑に行えるよう

訓練等を通じて体制

を整える。 

□防災設備の確認と

訓練を行った。 

□緊急時に円滑に機

能するよう、全職員・

スタッフが災害対策

訓練に参加した 

□防災管理 

 

以下 5 点を達成指標

とする。 

①平成 24 年度に作

成した「帰宅困難者

一時滞在施設」とし

ての運用マニュアル

に基づき訓練を実施

し、緊急時に備える。 

②緊急時の連絡網を

作成するとともに旭

区役所へ提出する。 

③近隣在住職員を引

き続き確保する。 

④事故、犯罪及び火

災等を発生させない

為に、職員・ビルの

警備員による定時巡

回を実施する。 

⑤消防計画書を作成

し、自衛組織を結成

することで、日常の

防火・防災に努める。

また、催事の際は、

避難導線の確保等の

指導を行うととも

①研修を予定してい

たが当館ビルの休館

および次期予約シス

テム稼働の影響にて 

開 催 出 来 な か 

った。 

②人事異動があった

際は、連絡網を都度

更新・提出した。 

③当館職員およびス

タッフは、相鉄線沿

線在住者を中心に採

用し、万が一の際に

迅速な対応ができる

よう備えた。 

④防災センター警備

員による定時の巡回

に加え、随時当館職

員・スタッフが館内

を巡回し、異常を早

期発見・早期対処で

きるよう努めた。 

⑤消防計画書を作成

し、日頃より防火・

防災に努め、安全確

①当館ビルの休館お

よび次期予約システ

ム稼働の影響により

実体験を通じての研

修を実施する 事 が 

出 来 な か った。 

②職員は常に最新の

連絡網情報を得てお

り、有事の際はこれ

に基づき対応するよ

う周知徹底を図っ

た。 

② 受付カルチャー

スタッフ１５名と職

員３名は、旭区在住

ないし相鉄線沿線在

住者で構成されてい

る。 

④各職員・スタッフ

が適宜館内を巡回お

よび事務室内モニタ

ーにて各室場内を確

認し、安全・安心の

確保に努めた。 

⑤消防計画書を作成
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に、消防計画書およ

び緊急時対応マニュ

アルに基づき年 2 回

防火・防災訓練を実

施する。 

認のチェックを日々

行った。また、催事

の際には利用団体の

責任者に対し、事前

に避難誘導確保につ

いての指導を行っ

た。 

し、防災訓練を実施

した。全体が一同に

会して訓練を実施

することにより職

員・スタッフの意識

を高め、緊急時に迅

速・的確な対処がで

きるよう備えた。 

 

（2）自己評価・ＰＤＣＡサイクルの活用について 

[取組内容] 

□日報及び月報の作成・管理

（業務記録の整備） 

 [達成指標] 

□業務記録の適正

な作成・保管と共

に重要な件に関し

て随時報告をおこ

なう。 

[実施内容] 

□日々の業務内容を

業務管理日誌、舞台業

務日報、業務週報に記

載し、情報の共有と周

知を図った。 

[達成状況] 

□業務管理日誌、舞

台業務日報を通じて

日々の業務に関する

職員間の情報共有の

徹底に努めた。また、

受付スタッフに対し

ては常用連絡ノート

およびミーティング

議事録の回覧などを

用いて情報共有、連

絡強化を図った。 

□業務計画書及び業務報告書

の作成 

・管理（利用者のニーズや声

を反映した業務計画の策定） 

□ＰＤＣＡサイク

ルの推進とともに

重要な件に関して

随時報告出来る体

制づくりに取組

む。 

 

□寄せられた意見を

盛り込みつつ「令和 5 

年度事業計画書」およ

び「令和 4年度業務報

告及び収支決算」を作

成し旭区役所に提出

した。 

□事業計画書及び事

業報告書は旭区役所

のホームページに掲

載され、利用者が閲

覧することが出来

た。 

□モニタリングの実施（モニ

タリングへの対応・ 体制の整

備） 

□業務記録の一元

管理によるモニタ

リングへの対応・

体制を構築する。 

□月報の形式で月毎

の運営管理報告を作

成し、毎月旭区および

共同事業体への報告

を行った。 

□モニタリングでは

運営管理業務実績の

報告及び業務に関す

る打合せを実施し、

施設・旭区との情報

共有、協力体制の構

築を図った。 
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□自己評価の実施（ＰＤＣＡ

サイクルの導入と確実な運

用） 

□利用者アンケー

トの結果や利用者

の声を、常に自己

評価に反映させな

がら施設運営に取

組む。 

□毎月定期的に運営・

技術職員が参加する、

全体ミーティングを

実施した。 

□職員各々が報告・

確認・提案などを行

い、施設の運営管理

および自主事業実施

にあたっての問題を

検討しながら最適な

選択を行った。 

 

6 収支について 

（1）経費削減の努力について 

[取組内容] 

□管理運営コストの削減に努

める。 

 [達成指標] 

以下の 3 点を達成

指標とする 

① 無駄な光熱水

費の削減 

② SDGs の観点か

らもチラシ等

の印刷関係費

を可能な限り

削減し、SNSで

の積極的な展

開 

③ 予防保全の考

え方に基づい

た計画的な修

繕、日常点検に

より不具合や

破損等の早期

発見による修

繕費の低減 

[実施内容] 

□館内照明や冷暖房

のこまめなオン・オフ

を行い光熱費の削減

に努めると同時に、当

館常設の楽器類のメ

ンテナンスにおいて

は極力職員により軽

微な修繕を実施し削

減に努めた。 

[達成状況] 

□閉館に伴う収入減

に対応するため修繕

費や事業費を極力抑

える努力を行った。

また、閉館による光

熱費の減少分が大き

く寄与した状況とな

り大幅なコスト削減

となった。 

 

（2）収入向上の努力について 

[取組内容] 

□事業収益向上、規制緩和に

よる新規利用層の獲得 

[達成指標] 

以下 3 点を達成指

標とする。 

①幅広い世代の利

用者を獲得する為

にジャンルを広げ

た自主事業による

収入増を見込むと

[実施内容] 

① 人気プログラムで

あるワンコインコン

サートの積極的な開

催や地域ボランティ

アの活動による「おは

なし会」を積極的に 

展開した。 

[達成状況] 

① ワンコインコン

サートの未就学児対

象のプログラムにお

いて子育て世代の方

の利用が「口コミ」

により増員傾向が継

続して見られた。 
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共に貸館利用層の

拡大を目指す 

②まだ利用率向上

の余地がある諸室

の利用規則の緩和

や見直しを横浜

市・旭区と共に検

討し柔軟な対応に

より新規利用者層

の獲得を目指す 

③諸室の空き状況

をホームページに

てリアルタイムに

公開し、収益の向

上を図る 

② アートギャラリー

の床面を防水加工に

改修し、臨機応変な貸

し出し対応を実施し

た。 

③ホームページ上に

横浜市市民利用施設

予約システムのリン

クを貼り確認を出来

るようにした。また、

SNSで情報発信した。 

② アートギャラリ

ーの基本的な貸し出

しルールを順守しな

がら貸し出し日数の

短縮等を検討した結

果、いくつか利用者

を獲得することが出

来た。 

③ SNS での空き室

状況の更新は通常利

用者だけでなく、新

規で利用を検討する

方も多くみられた。 
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（3）収支予算書 

 

支出 

人件費 72,204,000 71,497,601 △706,399  

事務費 4,976,000 4,152,829 △823,171  

事業費 4,566,000 3,197,308 △1,368,692  

管理費 60,399,000 52,971,672 △7,427,328 閉館による光熱費減 

公租公課  12,000 2,100 △9,900  

事務経費 2,321,000 2,321,000 0  

支出合計 144,478,000 134,142,510 △10,335,490  

収支差額 △7,077,000 461,546 △7,538,546  

 

【自主事業一覧】                             （税込／単位：千円） 
分類 実施時期 事業タイトル 会場 事業内容 入場料・ 

受講料 
入場者数 

鑑賞 9月 ズーラシアンブ

ラス（仮） 

ホール ニューアル開館に

向けて、旭区にもゆ

かりのある動物園の

名前がついたアンサ

ンブル団体「ズーラ

シアンブラス」を呼

び、当館の再開を盛

り上げる公演を実施

する。サンハートの

利用客層として、普

段はなかなか集客が

困難な客層もターゲ

ットになるため、新

規層の開拓を狙う。  

一般 2,500円 

高校生以下

1,500円 

未就学児 

500円 

ペア券 

4,000円  

283名 

鑑賞 計 2回 

 

9･1 月 

あさひ亭まねき

寄席 

 

ホール 著名な真打や若手落語

家による公演。落語だ

けではなく色物も加

え、バラエティに富ん

9 月 

一般 2,500 円  

高校生以下 

1,500 円  

9月 

85名 

 

1月 

項   目 予算額 決算額 増減額 備 考 

収入 

指定管理料

収入 
113,579,000 113,579,000 0  

利用料金収

入 
18,791,000 16,759,990 △2,031,010 閉館の影響による 

事業収入 4,361,000 3,888,813 △472,187  

その他収入 670,000 376,253 △293,747  

収入合計 137,401,000 134,604,056 △2,796,944  
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だ演目で動員を図る。 ペア券 4,000 円 

1 月 

一般 2,000 円  

高校生以下 

1,000 円  

ペア券 3,500 円  

203

名 

鑑賞 12月 最優秀賞受賞者

記念コンサート 

ホール アンサンブルコンクー

ルにて最優秀賞を受賞

した組による、良質な

クラシックコンサー

ト。子供向けと大人向

けの 2 ステージを予定

しており、「クロレ四重

奏団」が出演する。 

11 時 

一般 500円 

小学生以下 300円 

ベビーカー席 

300円 

14 時 

一般 1,000 円 

高校生以下 800円 

11時 

137名 

 

14時 

174名 

鑑賞 2月 気軽に寄り道コ

ンサート 

ホール 仕事帰りに立ち寄れる

19 時以降に開催する大

人のためのコンサー

ト。クラシックに限ら

ず、多ジャンルのコン

テンツを設ける。 

一般 2,000円 

高校生以下 

1,500円 

中止 

 

 

鑑賞 3月 ワンコインコン

サート 

ホール アンサンブルコンクー

ルにて優秀賞を受賞し

た組による、子供向け・

大人向けの 2 公演コン

サート。低価格なチケ

ット料金に設定し、誰

もが気軽に音楽に触れ

られる機会を提供す

る。 

500円 

ベビーカー席 

500円 

※2歳以下膝

上無料 

11時 

280名  

14時 

152名 

 

鑑賞 10月 アンサンブルコ

ンクール 

ホール 地域のアマチュア音楽

家や近隣の音大生を対

象に、声楽・ピアノ連弾

を中心としたアンサン

ブルのコンクールを実

施する。今年からミュ

ージカル部門を導入。

入賞者は主催事業での

出演機会提供の他、ア

ウトリーチ事業への派

遣アーティストとし

て、積極的に発信して

いく。 

参加費 

5,000円  

出場者 

23名 

鑑賞 計 2回 

 

未定 

指定管理施設合

同コンサート

（仮） 

・かなっく

ホール 

・長浜ホー

ル 

アンサンブルコンクー

ル受賞者の演奏機会を

提供するために指定管

理施設のホールを借

り、演奏会実施。今ま

で、指定管理者施設同

一般 1,000円 

高校生以下 

800円 

かなっく 

81名 

長浜 

85名 
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士で共同イベントを開

催し、交流を深める。 

交流 計 10回 

 

学校 5回 

福祉 1回 

その他 3回 

アウトリーチ 旭区内各所 小学校へアーティスト

と共に訪問する学校プ

ログラムの他、福祉施

設や保育園等へ、出前

コンサートやワークシ

ョップをお届けする。

コンクール受賞者への

演奏機会提供の場も兼

ねている。 

 
学校 4回 

保育園 

1回 

その他 

1回 

交流 月 1回 

※休館のた

め 9 月から

開始予定 

おはなしかい ホール 未就学児とその保護者

を対象とした絵本の読

み聞かせ会。サンハー

トの読み聞かせ講座を

修了した「読み聞かせ

サポーター」が企画運

営を担当する。館外か

らの依頼も積極的に引

き受け、絵本の読み聞

かせを通じた地域貢献

を目指す。 

無料 延べ 

162名 

交流 通年 すくすくキッズ

プログラム 

ホール 

カルチャー

工房 

未就学児の中でも特に

乳幼児を対象に、初め

ての音楽やアート、演

劇といった文化芸術に

触れあう機会を提供す

る。 

未就学児向け

のワンコイン

コンサートや

音楽会をプロ

グラムを組み

入れた。 

未就学児向け

のワンコイン

コンサートや

音楽会をプロ

グラムを組み

入れた。 

交流 8月 夏休み子ども体

験講座「オシゴ

ト体験」 

アートギャ

ラリー 

各分野の講師を招き、

夏休みの期間中に小学

生を対象とした参加型

の講座を開設する。今

年度は毎年オープンデ

ーで開催している「オ

シゴト体験」を実施。 

参加費 

1,100円 

延べ 

129名  

交流 計 2回 

 

11月・2月 

あさひ名画座企

画委員 

ホール 映画イベントに特化し

た企画・運営を行って

いただく。今年は旭区

ア マ チ ュ ア バ ン ド

「Swing AJM」とコラボ

レーションした企画も

予定している。 

11月 

一般 1,000円 

高校生以下 

800円 

2月 

前売 800円 

当日 1,000円 

11月 

171名 

2月 

121名 

創造 1月 演劇ワークショ

ップ 

ホール 講師に文学座の演出家

「松井工」を迎え、演劇

を通じたコミュニケー

ションのスキルアップ

参加費 

一般 5,000円 

ユース割

4,000円 

第 1部 

19名 

 

第 2部 
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を目指したワークショ

ップを開催する。今年

度は、休館期間の関係

もあり 2 日間という非

常に短期間ワークショ

ップになるが、リピー

ターだけでなく新規参

加者にも参加しやすい

内容で実施する。 

15名  

創造 9月～11 月 ゴスペルワーク

ショップ 

ホール 講師にゴスペルスパー

クル率いる「金井恵莉

花」を迎え、幅広い世代

を集めたワークショッ

プを開催する。楽譜の

譜読や英語の理解力は

不要であり、初心者で

も参加しやすい開かれ

たワークショップを目

指す。 

参加費 

10,000 円 

マスク代 

1,500円 

第 1部 

24名 

第 2部 

32名 

本番 

56名 

創造 通年 小規模ワークシ

ョップ 

カルチャー

工房／ミー

ティングル

ーム 

サンハートが地域の

方々のサードプレイス

になるよう小規模ワー

クショップを複数開催

し、「交流の場＝サンハ

ート」の図式が定着で

きることを目標とす

る。今年度は「ヨガ」「合

気道」を予定している。 

ヨガ 500円 

合氣道 800円 

延べ 

ヨガ 

24名 

 

合氣道 

34名 

創造 通年 ホールでピアノ ホール 

音楽ホール 

サンハートのホール・

音楽ホールのフルコン

サートグランドピアノ

を 1 時間単位で試弾で

きる企画。 

一般 

2,000円 

 

友の会 

1,800円 

延べ  

259名  

創造 12月 アートマーケッ

ト 

アートギャ

ラリー 

出店者による手作りア

ート作品を販売するイ

ベント。 

出店料 

アートマーケ

ット 2,500円 

ワークショッ

プ 2,500 円 

1 日目  

194 名 

2 日目  

214 名  

 通年 サンハート友の

会 

 固定顧客層への優遇体

制を整え、顧客満足度

向上を図る。 

1,000円 81名 

 通年 備品購入 

郵送費 

 自主事業に必要な備品

購入費や、他館へのチ

ラシ発送費など。 

 
 

 通年 取材・打合せ諸

経費 

 その他諸経費  
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